
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０１０ 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 ２ 第二学年 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

NET の先生と T.T で授業を行います。そのため授業はオール・イングリッシュで行われます。 

この授業では４技能５領域（聞く・読む・話す(やりとり)・話す(発表)・書く）の活動がたくさん入ってい

るので、総合的な英語の力を着実に身につけていきましょう。 

授業内では活動的なアクティビティ等が多いので、積極的な参加が必要です。 

宿題も多く課されます。授業内で行ったことに対する復習が主な宿題になることが多いので授業にしっかり

取り組みましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

 はっきりと話され

れば、身近なトピック

についての短いニュー

スの要点を聞き取るこ

とができる 

 日常的なあいさつ

ができ、身の回りで起

こったことや経験した

ことなどについてやり

取りをすることがで

き。 

 ゆっくりはっきり

と話されれば、外国の

文化・風習などなじみ

のないことでもその概

要を理解することがで

きる 

 見聞きしたことが

ある出来事についての

英文を読み、適宜辞書

も利用しながら事実関

係を把握できる 

 簡単な語や表現を

使って書かれた英文

を、一定時間内に黙読

して要点を理解し、適

切なフレーズのかたま

りを意識して音読する

ことができる 

 簡単な語や表現を

使って、互いの意見交

換（賛成か反対か、ど

う思っているかなど）

をすることができる 

 日常的なあいさつ

ができ、身の回りで起

こったことや経験した

ことなどについてやり

取りをすることができ

る 

 身近なトピックに

関して、準備をしたう

えで、スライドなどの

視覚補助を用いて、１

分程度のスピーチがで

きる。その際には具体

的な理由を添えて自分

の意見を述べることが

できる 

 身近なトピックや

聞いたり読んだりした

内容について、つなぎ

語や簡単な語句や表現

を用いて、短い説明文

や感想を書くことがで

きる 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・外国語の音声や語彙、表現、文法、 

言語の働きなどの理解を深めるととも

に、これらの知識を、聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことによる実際のコ

ミュニケーションにおいて、目的や場

面、状況などに応じて適切に活用できる

技能を身に付けている。 

・コミュニケーションを行う目的や場

面、状況に応じて、日常的な話題や社会

的な話題について、外国語で情報や考え

などの概要や要点、詳細、話し手や書き

手の意図などを的確に理解したり、これ

らを活用して適切に表現したり伝え合

ったりしている。 

・外国語の背景にある文化に対する理

解を深め、聞き手、読み手、話し手、書

き手に配慮しながら、主体的、自律的に

外国語を用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

 

activities; 

Introducing 

Presentation 

Listening 

activities 

Writing 

activities 

 

聞くこと 

a: 英語での指示や生徒同士が話す英語を理解し場面や内容に応じて

活用することができる。 

b: さまざまな場面に応じて、話し手の意図を聞き取り活用すること

ができる。 

c: 話し手の意図を理解しようとする姿勢を持ち、意図を理解し自ら

行動することができる。 

授業内テスト 

読むこと 

a: 語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めながら、内容を読

み取ることができる。 

b: 日常的な話題や社会的な話題について、英語で情報や考え、要点

をくみとることができる。 

c: 自ら読む姿勢を持ち、さらに自ら内容を深化する行動ができる。 

授業内テスト 

書くこと 

a:与えられたトピックに対して語彙、表現、文法、言語の働きなどを

理解し英文を作成することができる。 

b: 与えられたトピックについて、英語で要点、考えをまとめ読み手

に意図を伝えることができる。 

c: 読む内容を自ら読む姿勢を持ち、さらに自ら内容を深化する行動

ができる。 

宿題 

授業内テスト 

話すこと 

(発表) 

a: 与えられたトピックに対し語彙、表現、文法、言語の働きなどを理

解し発表することができる。 

b: 与えられたトピックに対し聞き手が理解することができるように

発表することができる。 

c:聞き手が理解することができるように配慮しながら発表する姿勢

がある。 

パフォーマンステ

スト 

２ 

activities; 

Presentation 

Listening 

activities 

Writing 

activities 

 

聞くこと 

a: 英語での指示や生徒同士が話す英語を理解し場面や内容に応じて

活用することができる。 

b: さまざまな場面に応じて、話し手の意図を聞き取り活用すること

ができる。 

c: 話し手の意図を理解しようとする姿勢を持ち、意図を理解し自ら

行動することができる。 

授業内テスト 

読むこと 

a: 語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めながら、内容を読

み取ることができる。 

b: 日常的な話題や社会的な話題について、英語で情報や考え、要点

をくみとることができる。 

c: 自ら読む姿勢を持ち、さらに自ら内容を深化する行動ができる。 

授業内テスト 

話すこと 

(やり取り) 

a: 与えられた内容を理解し、語彙、表現、文法、言語の働きなどを理

解し表現することができ、また相手が伝えていることを理解する

ことができる。 

b: 与えられた内容を聞き、自分の意見を論理的に表現することがで

きる。また相手の反応に応じて、異なる語彙・文法を用い話すこと

ができる。 

c:自分の意見を相手に伝えることができる姿勢を持ち、相手が伝えた

ことに対し、しっかりと意図や内容をくみとる姿勢を持ち意見を

交換することができる。 

パフォーマンステ

スト 

話すこと 

(発表) 

a: 与えられたトピックに対し語彙、表現、文法、言語の働きなどを理

解し発表することができる。 

b: 与えられたトピックに対し聞き手が理解することができるように

発表することができる。 

c:聞き手が理解することができるように配慮しながら発表する姿勢

がある。 

パフォーマンステ

スト 

書くこと 

a:与えられたトピックに対して語彙、表現、文法、言語の働きなどを

理解し英文を作成することができる。 

b: 与えられたトピックについて、英語で要点、考えをまとめ読み手

に意図を伝えることができる。 

c: 読む内容を自ら読む姿勢を持ち、さらに自ら内容を深化する行動

ができる。 

宿題 

授業内テスト 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

聞くこと 

a: 英語での指示や生徒同士が話す英語を理解し場面や内容に応じて

活用することができる。 

b: さまざまな場面に応じて、話し手の意図を聞き取り活用すること

ができる。 

c: 話し手の意図を理解しようとする姿勢を持ち、意図を理解し自ら

行動することができる。 

授業内テスト 
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activities; 

Presentation 

Listening 

activities 

Writing 

activities 

 

読むこと 

a: 語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めながら、内容を読

み取ることができる。 

b: 日常的な話題や社会的な話題について、英語で情報や考え、要点

をくみとることができる。 

c: 自ら読む姿勢を持ち、さらに自ら内容を深化する行動ができる。 

授業内テスト 

話すこと 

(やり取り) 

a: 与えられた内容を理解し、語彙、表現、文法、言語の働きなどを理

解し表現することができ、また相手が伝えていることを理解する

ことができる。 

b: 与えられた内容を聞き、自分の意見を論理的に表現することがで

きる。また相手の反応に応じて、異なる語彙・文法を用い話すこと

ができる。 

c:自分の意見を相手に伝えることができる姿勢を持ち、相手が伝えた

ことに対し、しっかりと意図や内容をくみとる姿勢を持ち意見を

交換することができる。 

パフォーマンステ

スト 

話すこと 

(発表) 

a: 与えられたトピックに対し語彙、表現、文法、言語の働きなどを理

解し発表することができる。 

b: 与えられたトピックに対し聞き手が理解することができるように

発表することができる。 

c:聞き手が理解することができるように配慮しながら発表する姿勢

がある。 

パフォーマンステ

スト 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


